
八木: 伊~~の海草草 5 種を報告す る

が墜し出した果胞子 (B)でも，更に (c)に

於ても大半は小さい君主がらもスライド上に

落ちて附着 し，一(A)よりも分裂細胞の数が

少友いとはいえ，外見上健全に護育を始め

るととは同で示す通りである。

藍果内の一見未熟かと，Eわれるような
果胞子でさえとのように護育能力を有する

と云う事寅は他の紅藻に於ても普遍的なも

Cl洋来日包子の!i!Z芽
ca x260 
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のか否かは現在研究中である。 しかし少なくともオゴノリに於て殻芽能力が

との様に旺盛で・あるととは紅藻の ，，!lネ付け"に閲して一つの基礎資料と友

ると思う。 (ブL大農製部水丘一準教室瀬川研究室〉

伊致 の 海藻 5種を報告する

八木 繁一

1. Caulerραscalρelliformis (R. BROWN) AG. var. 
denticulata (DECSN.) WEBER van Bos.クロキヅタ

昭和8年8月故岡村金太郎博士を松山市に沿迎えして藻類研究会を開催

したととがるる。此の時舎の終了後私は先生のゐ供を して宇和島港 ・土佐柏

島 ・沖ノ島 ・清水港と誌類、の採集を した。其の際宇和島港で棒崎に首時あっ

た愛媛際立宇和島水産試験場に立寄って標本類を観る機舎に恵まれた。共の

時，共の標本のヰiから先生が鷲見されたのがとのクロキヅタで，先生は日本

に於ての第二の産地がわかったと非常に喜ばれたものである。 此の標本の誌

は昭和~ 3 年 8 月愛媛鯨西宇和郡川ノ石の小島にて潜水作業に依って 8..5~13.5

零の海底から得たものである (之は昭和9年3月蛮行の日本製術協舎に先生

が詳しく書かれている)0B所バが此の僅か完友主市 も貴E亙JiiJ友主討占棋襟2禁禁乳zzι-寸品l
害の魚全く士友kく完なkつてしまつ7た亡。惜しいととをしたと私は度k前記川ノ石の

海を採集したが今日まで之を得ると とが出来危い。 然る所昭和26年1月私
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44 藻 類 第 2倉第 2~虎昭和 29年 9 月

はふとした所・で同じく昭和3年

に採集したクロキヅタの標本を

入手してこつとない本廓産の標

本として現在大切に保存してい

る。クロキヅタに就ては私が申

し上げる迄もたく明治43年9

月故岡村博士が隠l肢園黒木御所

下で殻見され大正11年天然記

念物の指定を受けたもので・あ

る。然し，隠l技産の高さ 15cm

第1困 もるる大きなものに比べると本

A.Oαule1.pαFeγgusoni MURR. 牒でとれたものは高さもその宇
7ヂノハグタ xl/3 分の7cm内外の小さなものし

B.Gαulerpα8calpellifor側 s(R.
BROWN) AG. var. か見つかってい主主い。 しかもと

denticulαtα(DECSON.) WEBER の第1闘Bのものが本腰産の
VAN Bos.クロキグタ x1/s

唯一の標品である。

2. Caulerρa Fer gusoni MURR.フジノハヅグ

私は昭和26年1月クロキヅタと共に同時に採集されたフジノハヅグの

標本も入手出来た。之は本邦に於ける分布も可たり庚い様でるるが本勝では

之だけで未だ他から得た報告がない様に思われる。

3. Dictyosphaeria cavernos，α(c. AG.) BOERG.キツコウグサ

昭和26年4月8日山田幸男先生が南宇和郡武者泊にで之を御採集にな

られたが之も本願内にては初めてのとととして記録されて居る。

4. Dictyoρteris divaricata OKAMURAエグヤハズ

之は北海道及び東北地方雨海岸に多い元来寒流性の藻でるる。然るに之

が南下して瀬戸内には伊理灘・粛灘・縫灘に分布して居る。粛灘の鹿島に於

はて低潮線附近の磯の日営りの悪い岩壁に多い。共の形態は第2闘の遇りで

ある。との藻は寒流に依って運ばれて来た胞子が瀬戸内のたまたま外国の油

臨した所で繁茂するに至ったものと，官、われる。
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山田: ハハキ毛タのJl:標本に就いて

5. Ench6uma muricatum 
(GMEL.) WEJ3; v. Bos. 
f.deμゆlerataWEB. v. 
Bos.キリンサイ

キリンサイは，叉リウキ

ウツノマグとも云い南宇和郡

由良には多く産ナるが伊藤灘

.粛灘には今迄採集されたと

とが左い。然るに瞳灘の西方

問坂島と其の謝岸周桑郡楠何

村大字河原津の海岸には花崩

岩の磯に少し之を産するとと

が知られて居る。との藻は暖

流の影響を受けて沖縄島より

伊豆七島にかけて分布して居

る。此の様君主南方性分子は本

牒では多く佐田岬の南方I'C止

まって居るが本種は内海奥深

く突入して居る。さて元来内

海産藻の特質としては細いも

の，薄いもの即ち織細ゑもの

IU臨
Dictyapteris divaricatαOKAMURA 

Z ゾヤハズの2個体xJら

45 

でEつ柔軟君主ものが多いにも不拘本種の如き多肉・軟骨様の南方性要素があ

ると云うととは著しいととである. (松山市北高等拳授)

ハハキモク (Sα:rgl邸側mkjeU'伽仰閥抗Y回 DO)

の原標本に就いて

山田幸男

先般米園イ Pノイ州のノルマル大署長日出noisNormal University)の助教

授フェンショルト女史 (D.E. FENSHOLT)から来信あり，北米オレゴシ州等
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